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菊池市役所
☎（25）1111

菊池総合支所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111 　

個
人
事
業
者
の
人
で
、
平
成
15
年

分
の
収
入
金
額
（
課
税
売
上
高
）
が

１
千
万
円
を
超
え
て
い
た
人
は
、
平

成
17
年
分
は
消
費
税
の
課
税
事
業
者

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
18
年
３
月
31

日
ま
で
に
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
課
税
事
業
者
の
納
付
す
る

消
費
税
額
は
、
課
税
期
間
の
売
上
げ

に
対
す
る
消
費
税
額
か
ら
仕
入
れ
や

経
費
に
含
ま
れ
る
消
費
税
額
を
控
除

（
仕
入
税
額
控
除
）
し
て
計
算
し
ま

す
か
ら
、
売
上
げ
、
仕
入
れ
な
ど
に

係
る
取
引
に
関
す
る
事
項
を
記
録
し

た
帳
簿
お
よ
び
請
求
書
な
ど
の
書
類

の
保
存
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択

し
た
場
合
を
除
き
、
取
引
事
実
を
記

録
し
た
帳
簿
に
加
え
、
取
引
先
か
ら

受
け
取
っ
た
請
求
書
な
ど
も
保
存
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
帳
簿
な
ど
の
保
存
期
間

は
、
そ
の
課
税
期
間
の
確
定
申
告
期

限
の
翌
日
か
ら
７
年
間
で
す
。

　

消
費
税
に
つ
い
て
の
帳
簿
の
記
載

事
項
や
確
定
申
告
書
の
作
成
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

　

所
得
税
並
び
に
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に
な

り
ま
し
た
。

　

決
算
書
や
申
告
書
な
ど
の
税
務
書

類
の
作
成
な
ど
を
依
頼
す
る
場
合
は
、

そ
の
人
が
正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か
、

よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　

税
理
士
の
資
格
の
な
い
人
が
、
税

務
代
理
や
税
務
書
類
の
作
成
、
税
務

相
談
を
す
る
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
「
に

せ
税
理
士
」）
は
、
税
理
士
法
で
固

く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
に
せ
税
理
士
」
は
、
法

律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
税
務

署
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
調
査
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
あ
な
た
に

代
わ
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

な
ど
、
結
果
的
に
あ
な
た
自
身
が
大

き
な
迷
惑
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

十
分
に
ご
注
意
を
！

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

　

平
成
18
年
２
月
か
ら
３
月
末
ま
で
、

第
３
回
わ
い
ふ
の
ひ
な
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
、
今
回
も
各
家

庭
に
あ
る
雛
人
形
を
お
借
り
し
て
、

菊
池
夢
美
術
館
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
宅
に
あ
る
雛
人
形
を

お
借
り
で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

菊
池
夢
美
術
館
を「
お
ひ
な
さ
ま
」

で
埋
め
尽
く
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に

見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

募
集
締
め
切
り　

１
月
31
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
温
泉
旅
館
組
合

　

☎
（
25
）
２
９
２
６

　

農
業
用
の
機
械
に
使
用
す
る
軽
油

免
税
手
続
き
に
つ
い
て
、
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。

受
付
日

•
単
独
で
申
請
す
る
人

　

１
月
23
日
（
月
）
〜
26
日
（
木
）

•
共
同
で
申
請
す
る
人

　

２
月
３
日
（
金
）

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま

で
を
除
く
。

受
付
場
所

　

熊
本
県
菊
池
総
合
庁
舎

　

１
階
第
４
会
議
室

必
要
書
類

①
免
税
軽
油
使
用
者
証

②
耕
作
証
明
書（
農
業
委
員
会
交
付
）

③
免
税
機
械
の
所
有
・
使
用
証
明
書

（
市
税
務
課
交
付
）

④
免
税
機
械
の
写
真
（
前
・
横
・
後

の
３
枚
）

⑤
印
鑑
（
認
印
で
可
）

⑥
免
税
軽
油
の
引
取
り
等
に
係
る
報

告
書
（
第
43
号
の
６
の
２
様
式
）

⑦
免
税
証
交
付
申
請
書
付
表
１
（
実

績
表
）

⑧
免
税
証
交
付
申
請
書
付
表
２
（
販

売
店
証
明
）

⑨
未
使
用
の
免
税
証

⑩
申
請
者
本
人
を
確
認
す
る
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

注
意
事
項

○
初
め
て
申
請
す
る
人
は
②
〜
⑤
お

よ
び
⑩

○
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
有
効
期
限

が
、
平
成
18
年
２
月
28
日
ま
で
の

人
、
も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
人
は
、

①
〜
⑩

○
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
有
効
期

限
が
平
成
19
年
２
月
28
日
の
人
は
、

①
〜
②
お
よ
び
⑤
〜
⑩

○
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
有
効
期

限
が
平
成
19
年
２
月
28
日
の
人
で
、

免
税
機
械
の
変
更
が
あ
る
人
は
、

①
〜
⑩　

○
初
め
て
申
請
す
る
人
は
、
本
人
が

来
ら
れ
な
い
と
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

○
報
告
書
は
裏
面
ま
で
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

○
免
税
証
交
付
申
請
書
付
表
２
は
、

必
ず
販
売
店
の
証
明
印
を
も
ら
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局

　

税
務
課
課
税
係

　

☎
（
25
）
４
１
１
１

内
線
３
３
５

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより 問い合わせ先　菊池市文化会館
　�（24）1101

　まちづくり寄合所１階ギャ
ラリーでは、出展する人を募
集しています。個人やクラブ・
サークル活動で作った作品な
どを多くの人に見てもらいま
せんか？もちろんプロの人も
大歓迎です。
　また、２階和室は、文化活
動の発表やまちづくりに関す
る活動の場として誰でも利用
できます。

わいふ一番館（まちづくり寄合所）
で出展してみませんか？

野中　千絵
期間：１月17日（火）～１月29日（日）
　小さい時から書き溜めてきた詩を、20歳になった記念
に詩集「のほほん」として自費出版しました。その中の詩を、
流木や板、その他色々な物に書いて展示します。
　ありのままの自分が表現できたらいいなと思っています。

野中千絵詩画展

個
人
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　償却資産とは、会社や個人で工場、商店または農業
などを経営している人が、その事業のために用いるこ
とができる機械・器具・備品などの有形固定資産のこ
とです。
申告の内容
　①構築物（広告塔・テナント改装など）、②機械お
よび装置（コンベア・ブルドーザーなど）、③車両お
よび運搬具（フォークリフト・ローラなど自動車税な
らびに軽自動車税の対象となるものを除く）、④工具
器具および備品（机・イス・パソコンなど）
　このような事業用資産を持っている人は、毎年１月
１日現在の資産所有状況を申告することになっていま
す。
※前年申告のある人は、後日申告書を送付します。
※新規事業者または事業用資産をお持ちで申告書の送
付が無い場合は、お手数ですが市役所税務課固定資
産税係まで問い合わせてください。
申告期限　1月 31日（火）　※郵送でも受け付けます。
問い合わせ先　税務課固定資産税係

よくある質問に、お答えします

　平成 17年分から、年金課税について次の改正が行われました。
　①老年者控除（50万円）の廃止
　②公的年金控除の 65歳以上の方の上乗せ措置が廃止
　ただし、65歳以上の人の公的年金等控除の最低補償額につい
ては、50万円加算して、120万円とする特例措置が講じられて
います。
　これらの改正について、次の日程で説明会を開催します。
　確定申告に直接影響する内容ですので、対象者に該当する人
は、ぜひ、出席いただきますようお願いします。
対象者
　65歳以上の年金受給者で、公的年金などの収入が 120万円を
超える人
説明内容　税制改正の内容など
※確定申告書の作成指導は行いません。
説明会日程　説明会は約 30分間程度を予定しています
※説明会の会場と日時は次のとおりです。最寄りの会場にお越し
ください。

場　所 開催日
菊池市旭志小原240
菊池市旭志
多目的研修センター

１月12日（木）午前10時から

菊池市亘32
菊池市文化会館小ホール

１回目　１月12日（木）午後１時30分から
２回目　　　〃　　　午後２時30分から

菊池市七城町甲佐町72-1
菊池市七城公民館
文化ホール

１月13日（金）午前10時から

菊池市泗水町福本242-1
菊池市泗水公民館大研修室 １月13日（金）午後１時30分から

問い合わせ先
　菊池税務署　☎（25）2123
　または　菊池市役所税務課

年金受給者の皆さんへ
質問
　なぜ、65 歳以上の人は、これま
でより税金を多く納めるようになっ
たのですか？
回答
　日本は高齢化が急速に進展してい
ます。国民が元気で、安心して暮ら
していくには、お年寄りも含めたす
べての国民で社会を支えていく必要
があります。
　このため、お年寄りと若い世代と
の間での世代間の税負担の公平、所
得に格差のあるお年寄りの間での世
代内の税負担の公平を確保するため、
年齢だけを基準に若い世代と比較し
て特別に優遇している措置が見直さ
れました。
～財務省作成「平成 16年度税制改
正」８～９ページ「少子化高齢社会
への対応」から抜粋～
※税制改正に関する問い合わせ先
　財務省主税局
　☎ 03（3581）4111（代表）
　内線 5540

年金受給者の皆さんへ

農
業
用
機
械
の
軽
油
引
取
税
免
税
証
の
申
請

「
に
せ
税
理
士
」にご

注
意
！

雛
人
形
を
お
借
り
で
き
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す

　平成 18年度の固定資産税の基準日は、平成 18年
１月１日です。
　家屋を解体して、建物滅失登記をしない場合や、未
登記建物の所有権が移転している場合は、届出書の提
出をお願いします（手続きをしない場合は誤って課税
されることがあります）。
　届出書や添付書類など詳細については、市役所税務
課固定資産税係まで問い合わせてください。
問い合わせ先　税務課固定資産税係

事業主の皆さんへ

償却資産申告をお願いします

家屋の解体届と未登記家屋の異動届はお早めに


